
２　

令
和
４
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
年
、
４
月
19
日
に
小
学
校
６
学
年
、

中
学
校
３
学
年
を
対
象
に
国
語
お
よ
び

算
数
・
数
学
、
そ
し
て
今
年
度
は
３
年

に
一
度
実
施
さ
れ
る
理
科
も
加
え
、
３

教
科
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
で
は
、
国
語
は
例
年
を
上
回
り

全
国
平
均
と
の
差
が
縮
ま
り
ま
し
た
。

　

算
数
は
例
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

全
国
平
均
と
の
差
が
若
干
縮
ま
る
と
い

う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

問
題
の
難
易
度
に
よ
っ
て
も
平
均
正
答

率
は
上
下
し
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平

均
か
ら
み
て
も
依
然
と
し
て
「
低
い
」

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
科
は
前
回
と
「
ほ
ぼ
同
様
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平
均
と
比

べ
る
と
「
や
や
低
い
」
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
は
例
年
と
「
同

様
」、
数
学
は
例
年
よ
り
「
低
い
」
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
全
道
・
全
国
平
均

と
比
べ
て
も
国
語
は
「
同
様
」、
数
学

は
「
低
い
」
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
科
は
前
回
よ
り
「
低
い
」
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平
均

と
「
ほ
ぼ
同
様
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
質
問
紙
か
ら
は
、

北
海
道
や
全
国
の
平
均
に
比
べ
、
小
学

校
で
は
「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
」
、
小
中
共
通
の
傾

向
と
し
て
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
社
会
に
開
か
れ
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
児
童
生
徒
が
多
い

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
中
学
校
で
は
「
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
勉
強
の

た
め
に
使
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
生

徒
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
一
人

一
台
端
末
が
日
常
の
授
業
の
中
で
有
効

的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、「
家
庭
学
習
時
間
」
が
少
な

く
「
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
用
す
る
時
間
」
が
多
い
な
ど
、
小
中

共
通
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
調
査
は
、
児
童
生
徒
が
身
に
着
け

る
べ
き
学
力
の
一
部
分
の
傾
向
で
あ
る

こ
と
や
、
調
査
結
果
は
、
学
校
に
お
け

る
教
育
活
動
の
一
側
面
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
他
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に

分
析
・
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

個
々
の
設
問
や
領
域
な
ど
に
着
目
し

て
、
学
習
指
導
上
の
課
題
を
把
握
・
分

析
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
本
年
度
の
結
果

を
踏
ま
え
、
校
長
を
中
心
と
し
て
、
教

職
員
が
詳
細
な
結
果
分
析
を
行
い
、
共

通
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
今
後
の
授
業

改
善
や
、
家
庭
学
習
の
定
着
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
で
は
各
校
の
結
果
分
析
な

ど
を
受
け
て
、
教
職
員
で
組
織
す
る
学

力
向
上
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
町
と

し
て
の
分
析
と
課
題
整
理
を
行
っ
た
上

で
、
目
標
を
定
め
町
全
体
と
し
て
共
通

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

３　

中
体
連
全
道
大
会
お
よ
び
各
種
大
会

の
出
場
結
果
に
つ
い
て

　

新
冠
中
学
校
で
は
、
本
年
度
、
陸
上
、

柔
道
、
剣
道
、
卓
球
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
５
種
目
が
、
中
体
連
全
道
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
目
に
お
い
て
健
闘
し
た
も
の

の
、
柔
道
個
人
戦
お
よ
び
卓
球
個
人
戦

の
２
回
戦
進
出
を
最
高
成
績
と
し
て
、

全
道
大
会
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

全
道
大
会
へ
出
場
し
た
生
徒
た
ち

は
、
緊
張
感
溢
れ
る
会
場
に
お
い
て
、

技
術
力
や
精
神
力
の
面
で
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
は
、
８

月
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
日
胆
地
区
予

選
大
会
で
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
全
道
へ
の
出
場
権
を
得
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
安
定

し
た
成
績
を
維
持
し
て
お
り
、
社
会
教

育
と
連
携
し
た
吹
奏
楽
指
導
に
よ
る
成

果
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

４　

小
学
校
統
合
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

本
年
度
の
計
画
に
基
づ
き
、
７
月
13

日
に
、
第
２
回
小
学
校
統
合
準
備
委
員

会
会
議
を
招
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
心
配
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
「
通
学
バ
ス
」
、「
災
害
対

応
」
、「
交
流
学
習
」
に
関
わ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
、
協
議
し
、
そ
の
後
、

７
月
15
日
に
、
朝
日
小
学
校
の
保
護
者

に
対
し
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
通
学
バ
ス
で
は
、
統
合
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
現
行
の
７
路

線
を
基
本
に
、
長
距
離
路
線
の
１
経
路

を
見
直
し
、
全
て
の
路
線
に
お
い
て
乗

車
時
間
を
１
時
間
以
内
と
す
る
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
路
線
図
を
示
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
災
害
対
応
で
は
、
新
冠
小
学

校
と
新
冠
中
学
校
の
大
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
の
様
子
お
よ
び
、
本
年
３

月
に
町
が
作
成
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
避
難
先
、
避
難
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
ま

た
、
交
流
学
習
で
は
、
全
て
の
学
年
に

お
い
て
複
数
回
の
交
流
学
習
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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今
後
に
お
い
て
は
、
新
冠
小
学
校
保

護
者
へ
の
説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町
立
小

学
校
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
深
め
、
円
滑
な
統
合
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

５　

感
染
症
対
策
に
係
る
教
育
委
員
会

の
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

７
月
に
入
り
日
高
管
内
に
お
い
て
も
急

激
に
感
染
が
拡
大
し
、
新
冠
中
学
校
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
関
係
者
に
感
染
が

判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
感
染
状
況
の
確

認
や
感
染
拡
大
防
止
な
ど
感
染
症
対
策

に
万
全
を
期
す
た
め
、
町
感
染
症
対
策

本
部
の
方
針
と
し
て
休
業
措
置
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

休
業
措
置
の
状
況
は
、
新
冠
中
学
校

に
つ
い
て
、
７
月
11
日
に
管
内
中
体
連

会
長
か
ら
中
体
連
大
会
で
当
町
を
会
場

と
し
た
種
目
に
参
加
し
た
関
係
者
に
、

感
染
者
や
体
調
不
良
者
が
確
認
さ
れ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
７
月
12
日
に
、

同
種
目
に
参
加
し
た
中
学
校
関
係
者
１

名
の
感
染
お
よ
び
体
調
不
良
者
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
７
月
13
日
か
ら
18
日

ま
で
の
６
日
間
、
対
象
学
年
を
学
年
閉

鎖
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
８
月

８
日
に
園
関
係
者
２
名
が
感
染
、
翌
９

日
に
４
名
の
感
染
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
８
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日

間
、
休
園
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
に
園
を
再
開
し
ま
し
た

が
、
同
日
４
名
の
感
染
が
判
明
し
、
職

員
に
つ
い
て
も
感
染
な
ど
に
よ
り
自
宅

待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
園
運
営
へ
の

影
響
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
８
月
16
日
か

ら
21
日
ま
で
の
６
日
間
、
再
度
、
休
園

措
置
と
し
ま
し
た
。

　

休
業
期
間
中
の
感
染
者
は
、
新
冠
中

学
校
関
係
者
３
名
、
認
定
こ
ど
も
園
関

係
者
28
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
感
染
症
対
策
本
部
に
お

い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
休
園
期
間
中
の

休
館
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
休
館
措
置
と
し
ま
し
た
。

６　

８
月
15
日
・
16
日
の
大
雨
に
よ
る

学
校
の
対
応
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
り
、
16
日
、
17
時
の
段
階
に
お

い
て
、
大
雨
警
報
お
よ
び
洪
水
警
報
が

発
令
さ
れ
お
り
、
道
路
状
況
に
つ
い
て

も
、
通
行
止
め
や
片
側
通
行
が
発
生
す

る
な
ど
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
運
行

が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
冠
小
学
校
と
朝
日
小
学
校
は
17

日
、
新
冠
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
18
日

か
ら
２
学
期
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

に
か
か
る
安
全
面
や
学
校
の
教
育
活
動

へ
の
影
響
に
鑑
み
、
各
学
校
長
と
協
議

を
し
た
上
で
、
朝
日
小
学
校
を
８
月
17

日
の
１
日
間
、
臨
時
休
業
措
置
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

７　

令
和
４
年
度
新
冠
町
少
年
国
内

研
修
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
児
童
生
徒
の
他
県

へ
の
派
遣
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
令

和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
と
２
年
連
続
、

本
事
業
に
つ
い
て
は
中
止
の
判
断
を
し

て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
選
抜

制
を
導
入
し
、
研
修
目
的
を
明
確
化
す

る
た
め
、
事
前
・
事
後
の
研
修
や
児
童

生
徒
に
よ
る
成
果
発
表
形
式
の
報
告
会

を
行
っ
て
お
り
、
参
加
者
本
人
の
積
極

性
と
高
い
学
習
意
欲
が
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
研
修
と
位
置
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
要
素
の
大
き
さ
に
比
例
し
、
研

修
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
や
達
成
感
、

ま
た
異
学
年
で
協
働
す
る
一
体
感
は
、

健
全
な
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
事
業
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
今
年
度
の
事
業
実
施
に
関
し
ま

し
て
は
、
年
度
当
初
よ
り
感
染
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
や
交
流
先

の
沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
子
ど
も
会
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
議
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
直
近
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
終
了
し
て
以
降
は
、
社
会
経
済
活
動

は
維
持
し
て
い
く
方
針
に
転
換
し
て
い

る
一
方
で
、
現
状
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す

が
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
児
童
生
徒
、

ま
た
、
そ
れ
を
理
解
す
る
保
護
者
に
対

し
て
は
、
研
修
機
会
を
で
き
る
限
り
提

供
し
て
い
き
た
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
初
の

計
画
通
り
沖
縄
県
へ
派
遣
す
る
判
断
を

し
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
起
こ
り
う
る

事
態
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
、
参
加
さ

れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
は
丁
寧
に

説
明
し
、
安
全
で
意
義
深
い
研
修
と
な

る
よ
う
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
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